
も り 

甲賀市の魚

月 の自然 

　
暑
く
な
っ
て
き
て
、水
が
恋
し

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。今

月
は
、市
内
で
見
ら
れ
る
魚
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

　【
カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
】は
、水
草
の

茂
っ
た
平
地
の
池
や
小
川
に
棲
ん

で
い
ま
す
。自
然
の
豊
か
な
小
川

や
池
が
減
り
、こ
の
魚
は
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ブ

ル
ー
ギ
ル
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
大
敵
で
、

体
長
は
最
大
で
5
cm
く
ら
い
で
す
。 

　【
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
】は
、き
れ
い

な
冷
た
い
水
の
流
れ
る
小
川
に
棲

ん
で
い
ま
す
。ド
ジ
ョ
ウ
に
し
て
は

体
が
短
く
、ナ
マ
ズ
と
ド
ジ
ョ
ウ
の

間
の
よ
う
な
体
系
を
し
て
い
ま
す
。

体
長
は
最
大
5
cm
で
す
。 

　
と
こ
ろ
で「
滋
賀
県
で
大
切
に

す
べ
き
野
生
生
物
2
0
0
0
年
版
」

に
は
、絶
滅
の
危
険
性
が
高
い
生

物
の一
覧
が
載
っ
て
お
り
、カ
ワ
バ
タ

モ
ロ
コ
は
絶
滅
危
惧
種
、ホ
ト
ケ
ド

ジ
ョ
ウ
は
絶
滅
危
機
増
大
種
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。童
謡「
メ
ダ
カ

の
学
校
」で
お
な
じ
み
の【
メ
ダ
カ
】

も
、絶
滅
危
機
増
大
種
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
全
国
的
に
は
絶
滅
が
心
配
さ

れ
る
ほ
ど
数
が
減
っ
て
い
る
魚
た

ち
で
す
が
、市
内
で
は
比
較
的
よ

く
み
か
け
ま
す
。こ
れ
は
甲
賀
市

内
の
自
然
が
、こ
の
魚
た
ち
に
よ

く
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。こ

れ
か
ら
も
市
内
の
自
然
環
境
を

生
き
物
の
棲
み
や
す
さ
か
ら
も
考

え
た
い
も
の
で
す
。 

　
な
お
、こ
こ
で
紹
介
し
た
魚
は
、

自
然
館
内
の
水
槽
で
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。 
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6（月）、13（月）、 
20（月）、27（月） 

6月の 
休園日 

カワバタモロコ 

ホトケドジョウ 

メダカの群れ 

甲賀市 
文化財 

の
 3

［古墳編］ 

甲
賀
の
古
墳
文
化
 

　
4
世
紀
か
ら
7
世
紀
頃
ま
で
大
き
な

古
墳
が
築
か
れ
た
時
代
を
古
墳
時
代

と
い
い
ま
す
。 

　
市
内
に
は
現
在
、県
・
市
の
指
定
を
受

け
て
い
る
古
墳
に
は
、4
古
墳
が
あ
り
ま

す
。 

◆
泉
古
墳
群
　
　
　
　〔
県
指
定
〕 

◆
波
涛
ヶ
平
古
墳
群
　〔
市
指
定
〕 

◆
勅
旨
古
墳
群
　
　
　〔
県
指
定
〕 

◆
岩
室
塚
穴
古
墳
　
　〔
市
指
定
〕 

※
塚
穴
古
墳
出
土
品
　〔
市
指
定
〕 

　
列
島
各
地
で
大
型
古
墳
が
築
か
れ
て

い
く
中
で
、市
内
に
は
巨
大
古
墳
の
築

造
は
見
ら
れ
ず
、野
洲
川
中
流
域
の
地

域
支
配
の
中
で
、古
墳
時
代
中
期
に
甲

賀
市
を
代
表
す
る
古
墳
の
一
つ
で
あ
る

「
泉
古
墳
群
」が
築
造
さ
れ
ま
す
。 

　
泉
古
墳
群
は
、大
型
の
円
墳
、方
墳

を
含
む
野
洲
川
上
流
域
の
首
長
の
墓
で
、

帆
立
貝
形
の
西
鑵
子
塚
古
墳
↓
円
墳

の
東
鑵
子
塚
古
墳
↓
前
方
後
円
墳
の

塚
越
古
墳
の
順
に
帆
立
貝
式
か
ら
円
墳
、

そ
し
て
前
方
後
円
墳
へ
と
古
墳
の
形
を

変
え
な
が
ら
築
造
の
系
譜
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
古
墳
群
で
す
。 

　
な
か
で
も
塚
越
古
墳
は
、5
世
紀
中

頃
の
築
造
で
、銅
鏡
や

金
銅
装
甲
冑
な
ど
の

武
具
が
出
土
し
て
い
て
、大
和
王

権
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
地
域
の

首
長
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
古
墳
群
東
南
部
の
植
遺
跡
か

ら
は
、5
世
紀
中
頃
の
大
型
倉
庫

群
が
発
見
さ
れ
、古
墳
群
と
の
関

わ
り
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
や
が
て
、野
洲
川
上
流
域
に
は
、

後
期
に「
岩
室
塚
穴
古
墳
」、杉
谷

古
墳
、波
涛
ヶ
平
古
墳
群
が
築
か
れ
、

野
洲
川
と
杣
川
の
合
流
付
近
に

広
が
る
尾
根
上
に
一
大
群
集
墳

地
帯
を
形
成
し
ま
す
。百
合
野
古

墳
群
、岩
坂
古
墳
群
、高
山
古
墳

群
な
ど
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
古
墳
群
は
、野
洲
川

周
辺
に
広
が
る
沖
積
平
野
を
見

据
え
る
位
置
に
あ
り
、河
川
交
通

な
ど
の
適
所
を
選
ん
で
築
造
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
大
戸
川
流
域
で
は
、2
基
か
ら

構
成
さ
れ
る「
勅
旨
古
墳
群
」が

築
造
さ
れ
、当
地
域
の
小
さ
な
古

墳
築
造
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
古
墳
の
築
造
形
式
や

出
土
品
な
ど
か
ら
、地
域
の
個
性

が
見
ら
れ
、地
域
の
交
通
政
策
や

大
和
政
権
下
で
の
軍
事
政
策
の
上

で
一
定
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ

と
が
窺
え
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】  

　
文
化
財
保
護
課
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